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　株式会社オーレックは、二つの刈り取り部
が開閉する機構を業界で初めて搭載し、木の
根元付近や支柱周りの除草ができるクワガタ
モアー「KU350」を９月に発売する。
　主な特徴は①幹の太さに沿って内蔵のバネ
とアームが開閉し、直径１０㍉程度の支柱から
同350㍉の幹まで、１度の前後進で草を刈り
取れる②樹脂ナイフとナイロンコードを併用

し、高い刈り取り能力を発揮し挟み込む対象物へのダメージを最小限にす
る③FR（前後進）レバーを握るだけで前進・後進の切り替えが可能──
など。価格は3１万6800円（税込み）。
　問い合わせ先＝㈱オーレック本社営業本部（〒834 ─ 0195　福岡県八女
郡広川町日吉548の２２　☎0943·3２·5057）

㈱オーレック

クワガタモアー「KU350」

穀物吸引搬送機「吸太郎」
㈱ホクエツ

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ｉｎ
愛
知

が
進
む
最
新
機
器
・
資
材
の

展
示
を
は
じ
め
、
大
学
や
研

究
機
関
が
研
究
成
果
を
発

表
。
会
期
中
に
は
県
内
外
の

先
進
的
な
農
業
者
ら
の
講
演

や
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
は
今
回

も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
農
業
共

済
新
聞
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
政
府

・
公
的
機
関
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
園
芸
施
設
共
済
と
収

入
保
険
の
制
度
解
説
や
加
入

者
の
声
を
紹
介
し
、
頻
発
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
し
て
セ
ッ
ト
加
入
に

よ
る
「
万
全
の
備
え
」
を
呼

び
か
け
た
。

最
新
機
器
や

資
材
を
展
示

開
か
れ
た
。
東
京
を
離
れ
て

の
開
催
は
初
。
国
内
外
か
ら

１
２
９
社
・
団
体
が
出
展

し
、
の
べ
１
万
６
２
８
８
人

が
来
場
し
た
＝
写
真
。

　
「
未
来
に
つ
な
げ
る
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
農
業
」
を
テ
ー
マ

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
を
活
用
し
た
環
境

制
御
技
術
な
ど
ス
マ
ー
ト
化

　
「
施
設
園
芸
・
植
物
工
場

展
（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
２
０
２

１
」
（
日
本
施
設
園
芸
協
会

主
催
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会

〈
全
国
農
業
共
済
協
会
〉
な

ど
後
援
）
が
７
月
１４
～
１６

日
、
愛
知
県
常
滑
市
の
Ａ
ｉ

ｃ
ｈ
ｉ 

Ｓ
ｋ
ｙ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ

（
愛
知
県
国
際
展
示
場
）
で

　株式会社ホクエツは、米選機の未熟米出
口から出た米をフレコン袋に詰めるための
穀物吸引搬送機「吸

きゅう
太

た
郎
ろう

」を発売した。
　主な特徴は①タイマー設定で吸引、停止
（出荷時は５秒吸引、５秒停止）を自動で
繰り返し搬送する②フレキシブルホースに
よる吸引搬送で、場所を選ばず入り組んだ
作業環境にも対応③大豆、小豆などの穀物
の搬送もできる──など。搬送能力は米が毎時300～350㌔（最大）、大豆
が同200～250㌔。
　希望小売価格は１９万8000円（税込み）。
　問い合わせ先＝㈱ホクエツ（〒959 ─ 1277　新潟県燕市物流センター２
の２９　☎0256·６3·9155）

　
気
温
変
化
や
日
照
不
足
な
ど
環

境
か
ら
受
け
る
ス
ト
レ
ス
に
対
し

て
、
植
物
の
耐
性
を
高
め
る
資
材

「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
」

の
研
究
開
発
や
製
品
化
が
進
む
一

方
、
仕
組
み
や
効
果
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
資
材

メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
で
構
成
す
る

「
日
本
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン

ト
協
議
会
」に
解
説
し
て
も
ら
う
。

　
　
　
▽　
　
　
　
▽　
　
　

　
気
候
変
動
が
地
球
規
模
で
起
こ

り
、
私
た
ち
の
社
会
や
生
活
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
の
報
告
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
の
平
均
気
温
偏
差
は

１
８
９
８
年
の
統
計
開
始
以
来
の

最
高
を
記
録
し
た
。
気
温
上
昇
に

よ
る
農
産
物
へ
の
影
響
報
告
は
日

本
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

　
地
面
に
根
を
下
ろ
し
、
劣
悪
環

境
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
植
物
は
、
炎
天
下
や
水
不
足
な

ど
ス
ト
レ
ス
の
中
で
も
生
き
抜
く

能
力
を
獲
得
し
て
き
た
。
と
は
い

え
、
極
端
な
気
象
環
境
が
そ
の
能

力
の
限
界
を
超
え
る
と
き
、
農
産

物
で
は
減
収
や
品
質
劣
化
に
至

る
。

　
長
雨
に
よ
る
日
照
時
間
の
減
少

は
、
葉
物
野
菜
な
ど
の
出
荷
価
格

を
変
動
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
水
稲
で
は
出
穂
期
以

降
の
高
温
に
よ
り
、
白
未
熟
粒
や

胴
割
粒
を
起
こ
す
。
リ
ン
ゴ
や
ブ

ド
ウ
で
は
着
色
不
良
や
着
色
遅
延

の
問
題
が
産
地
で
顕
在
化
し
、
ト

マ
ト
の
着
果
不
良
、
ミ
カ
ン
の
浮

き
皮
な
ど
は
、
多
く
が
環
境
由
来

の
ス
ト
レ
ス
（
非
生
物
的
ス
ト
レ

ス
）
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
従
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
技
術

は
、
病
害
虫
や
雑
草
管
理
、
肥
培

管
理
、
育
種
技
術
、
農
機
具
、
栽

培
施
設
な
ど
、
農
産
物
供
給
の
最

大
化
と
安
定
化
に
貢
献
し
て
き
た

が
、
今
や
作
物
の
ス
ト
レ
ス
制
御

と
い
う
新
た
な
問
題
解
決
の
必
要

性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
農
業
の
効
率
を
飛
躍
的
に
高

め
、
収
益
ア
ッ
プ
や
品
質
改

善
を
目
標
と
す
る
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
技
術
は
、

世
界
の
食
糧
問
題
に
限
ら

ず
、
日
本
の
農
業
で
も
そ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
る
注
目
技

術
だ
。

　
（
須
藤　

修
＝
日
本
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議

会
事
務
局
長
）

1地球温暖化と植物へのストレス
増産・価値向上に期待高まる

2019 2018 2017
水稲 白未熟粒 36 31 23
果樹 リンゴの着色

不良・着色遅延 20 22 25

ブドウの着色
不良・着色遅延 7 6 8

温州ミカンの
浮き皮 10 13 13

トマト 着果不良 14 14 12

温暖化による影響を受けた
都道府県数

（農林水産省「2019年地球温暖化
影響調査レポート」から作成）

　
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
と
全

国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全

酪
連
）
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
酪
農

青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
酪
農
経
営
発
表

で
は
、
宮
城
県
丸
森
町
の
菊
地
武

士
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
、
群

馬
県
前
橋
市
の
鎌
塚
智
子
さ
ん
が

農
林
水
産
省
畜
産
局
長
賞
・
審
査

委
員
長
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
各

受
賞
者
の
発
表
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
◇　
　
　
　
　
◇

　
菊
地
さ
ん
は
、
妻
と
両
親
の
４

人
で
経
産
牛
４８
頭
を
飼
養
す
る
。

遺
伝
子
情
報
を
改
良
に
生
か
す
ゲ

ノ
ム
解
析
を
活
用
し
、
高
乳
量
に

加
え
、
受
胎
率
が
高
く
、
乳
房
炎

に
な
ら
な
い
、
周
産
期
病
に
な
ら

な
い
牛
群
へ
の
改
良
速
度
を
向
上

さ
せ
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り
乳
量

は
１
万
２
０
５
㌔
、
体
細
胞
数
１５

万
１
千
個
、
分ぶ

ん

娩べ
ん

間
隔
１3
・
８
カ

月
を
達
成
し
た
。
生
産
額
は
就
農

し
た
２
０
０
６
年
の
３
２
０
６
万

円
か
ら
、
２０
年
は
２
・
３
倍
の
７

４
８
４
万
円
に
増
加
し
た
。

　
菊
地
さ
ん
は
「
個
体
販
売
で
利

益
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ

が
ち
だ
が
、
売
上
高
の
中
心
で
あ

る
生
乳
販
売
収
入
だ
け
で
も
生
産

費
用
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
っ
か

り
利
益
が
出
て
い
る
こ
と
が
、
私

の
牧
場
の
強
み
だ
」
と
強
調
す

る
。

　
ゲ
ノ
ム
解
析
は
、
宮
城
県
酪
農

農
業
協
同
組
合
が
検
体
取
り
ま
と

め
や
分
析
料
金
の
助
成
を
１６
年
度

か
ら
始
め
た
。
米
国
の
分
析
機
関

か
ら
報
告
さ
れ
る

デ
ー
タ
は
、
血
統

情
報
や
生
産
形

質
、
健
康
形
質
な

ど
７５
項
目
に
及

ぶ
。
そ
れ
を
正
確

に
把
握
し
、
優
れ

た
雌
牛
を
選
抜
す

る
た
め
、
年
２
回

講
師
を
招
く
勉
強
会
「
宮
酪
ゲ
ノ

ム
塾
」
に
参
加
。
地
域
の
酪
農
家

と
個
々
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、

改
善
点
な
ど
を
意
見
交
換
す
る
。

２０
年
ま
で
に
１
０
８
頭
の
ゲ
ノ
ム

解
析
を
実
施
し
た
。

　
乳
牛
の
更
新
は
自
家
育
成
を
基

本
と
し
、
遺
伝
的
能
力
の
高
い
未

経
産
牛
に
は
、
交
配
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
い
て
性
判
別
精
液
を
授
精
す

る
。
経
産
牛
・
未
経
産
牛
に
限
ら

ず
、
遺
伝
的
に
受
胎
性
の
高
い
牛

に
は
、
若
く
遺
伝
的
能
力
の
高
い

牛
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ｕ
│

Ｉ
Ｖ
Ｆ
（
経
膣

採
卵
に
よ
る
体
外
受
精
）
技
術
で

生
産
さ
れ
た
性
判
別
受
精
卵
を
活

用
す
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
交
配

で
、
年
間
２０
頭
の
後
継
牛
の
確
保

が
目
標
だ
。
そ
れ
以
外
の
牛
は
和

牛
の
受
精
卵
を
移
植
す
る
。
効
率

的
に
安
価
で
受
精
卵
移
植
す
る
た

め
、
採
卵
用
和
牛
を
３
頭
飼
養

し
、
２
カ
月
に
１
回
、
８
～
１０
個

を
採
卵
す
る
。
和
牛
は
年
間
3０
頭

の
出
生
を
目
指
す
。

　
改
良
の
成
果
は
牛
群
検
定
成
績

で
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
年
齢
や

産
歴
よ
り
受
胎
率
の
低
い
牛
や
体

細
胞
数
の
高
い
牛
か
ら
淘と

う

汰た

、
更

新
す
る
。
１８
年
に
分
離
給
与
か
ら

Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
混
合
飼
料
）
に
変
更
し

た
ほ
か
、
削
蹄
間
隔
を
６
カ
月
か

ら
４
カ
月
に
短
縮
、
暑
熱
対
策
と

し
て
ミ
ス
ト
装
置
の
導
入
な
ど
遺

伝
子
で
の
改
良
だ
け
で
な
く
、
牛

の
快
適
性
（
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
）
に
も
気
を
配
る
。

　
自
給
飼
料
生
産
は
、
４
・
３
㌶

で
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ラ
イ

麦
の
二
毛
作
を
行
う
ほ
か
、
７
・

３
㌶
で
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

を
作
付
け
、
年
３
回
収
穫
す
る
。

堆
肥
は
全
て
経
営
内
で
処
理
し
て

い
る
。
土
作
り
か
ら
播
種
・
収
穫

ま
で
の
全
作
業
を
家
族
で
行
う
。

全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会

牛群改良に遺伝子情報を活用
農林水産大臣賞 宮城県丸森町 菊地 武士さん

高
乳
量
、高
受
胎
率
で
経
営
向
上

　
農
研
機
構
は
Ｊ
Ａ
全
農
、

ク
ボ
タ
と
共
同
で
、
タ
マ
ネ

ギ
の
直
播
栽
培
向
け
に
、
畝

立
て
、
施
肥
、
播
種
、
農
薬

散
布
が
同
時
に
で
き
る
作
業

機
を
開
発
し
、
７
月
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
と
発
表
し

た
。
省
力
化
を
図
り
つ
つ
、

出
芽
・
生
育
を
安
定
さ
せ
、

移
植
と
同
等
以
上
の
収
量
を

得
ら
れ
る
。
輸
入
品
に
対
抗

で
き
る
低
コ
ス
ト
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
作
業
機
は
①
湿
害
を
回
避

す
る
畝
立
て
②
リ
ン
酸
を
種

子
の
直
下
に
施
肥
し
て
生
育

を
促
す
「
直
下
施
肥
」
③
小

さ
な
溝
を
作
っ
て
播
種
し
出

芽
を
向
上
さ
せ
る
「
溝
底
播

種
」
④
農
薬
（
粒
状
）
散
布

│
│
が
１
工
程
で
で
き
る
。

　
広
島
県
東
広
島
市
と
宮
崎

県
都
城
市
の
秋
ま
き
作
型
で

試
験
し
た
結
果
、
３
年
間
の

平
均
で
、
播
種
後
１１
日
目
の

出
芽
率
は
１０
％
向
上
し
、
初

期
生
育
も
良
く
、
１０
㌃
当
た

り
換
算
収
量
６
㌧
だ
っ
た
。

歩
行
型
全
自
動
移
植
機
を
導

入
し
た
移
植
体
系
に
比
べ
、

育
苗
作
業
が
な
く
、
労
働
時

間
は
２４
％
削
減
と
試
算
し
て

い
る
。

　
２８
馬
力
以
上
の
ト
ラ
ク
タ

ー
に
適
応
す
る
。
耕
う
ん
部

は
逆
転
ロ
ー
タ
リ
ー
を
採
用

し
、
畝
の
表
面
の
土
が
細
か

く
直
播
に
適
し
た
土
壌
条
件

を
整
え
る
。

　
直
播
栽
培
は
労
働
時
間
・

資
材
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待

で
き
る
一
方
で
、
天
候
の
影

響
で
出
芽
や
生
育
が
不
安
定

に
な
り
や
す
く
、
本
州
以
南

で
は
普
及
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
。

　
ク
ボ
タ
が
発
売
し
、
希
望

小
売
価
格
は
１
５
８
万
～
１

７
９
万
円
（
税
込
み
）
。

タ
マ
ネ
ギ
の
直
播
作
業
機
を
開
発

収
量
は
移
植
と
同
等
以
上
に

　
実
証
試
験
（
４
年
間
）
は
、

間
口
４
・
５
㍍
、
奥
行
き
２０

㍍
、
高
さ
２
・
５
㍍
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
使
用
し
、
イ
チ
ゴ

「
や
よ
い
ひ
め
」
を
育
苗
し

た
。
７
月
２０
日
～
９
月
２０
日
の

う
ち
、
晴
天
時
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
に
散
水
し
た
。
８
月

下
旬
～
９
月
上
旬
の
平
均
気
温

が
２５
度
を
超
え
た
年
は
、
対
照

区
と
比
べ
て
開
花
が
３
～
８
日

早
ま
り
、
１０
㌃
当
た
り
の
収
量

は
１
５
０
㌔
前
後
増
加
。
１０
㌃

当
た
り
の
試
算
で
は
資
材
費
を

差
し
引
き
後
に
約
１７
万
３
千
円

の
収
益
と
な
っ
た
。

　
必
要
な
資
材
は
、
散
水
チ
ュ

ー
ブ
や
サ
ニ
ー
ホ
ー
ス
、
マ
イ

カ
線
な
ど
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

安
価
に
入
手
可
能
だ
。
設
置
方

法
な
ど
は
、
農
研
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
屋
根
散
水
に
よ
る

施
設
内
冷
却
技
術
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
冷
却
効
果
は
屋
根
上
に
遮
光

資
材
を
敷
く
と
高
ま
る
。
資
材

が
水
を
含
ん
で
屋
根
面
を
広
く

ぬ
ら
す
こ
と
が
で
き
、
広
い
面

積
で
気
化
熱
を
奪
え
る
。
水
持

ち
が
良
く
節
水
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
散
水
チ
ュ
ー
ブ
と
ハ
ウ
ス

の
擦
れ
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
。

　
イ
チ
ゴ
の
育
苗
な
ど
遮
光
資

材
の
使
用
が
一
般
的
な
品
目
で

は
、
既
存
の
遮
光
資
材
の
上
に

散
水
チ
ュ
ー
ブ
を
設
置
す
る
。

ト
マ
ト
な
ど
光
の
透
過
が
必
要

な
品
目
は
、
べ
た
が
け
栽
培
な

ど
の
不
織
布
を
使
用
す
る
。

　
こ
の
冷
却
方
法
で
は
、
良
質

な
水
の
確
保
が
重
要
だ
。
「
汚

れ
た
水
を
使
う
と
チ
ュ
ー
ブ
の

目
詰
ま
り
や
遮
光
資
材
が
汚
れ

る
原
因
に
な
る
」
と
唐
澤
係

長
。
水
質
が
悪
い
場
合
や
、
良

質
な
井
戸
水
が
な
い
環
境
で

は
、
水
道
水
を
使
う
。
水
道
代

の
抑
制
に
は
、
市
販
の
タ
イ
マ

ー
付
き
バ
ル
ブ
な
ど
を
活
用
し

た
間
断
散
水
を
提
案
す
る
。

　
運
用
で
は
、
気
象
条
件
に
も

注
意
が
必
要
だ
。
冷
却
効
果

は
、
水
が
気
化
し
や
す
い
条
件

ほ
ど
高
ま
る
の
で
、
曇
天
や
雨

天
の
際
は
効
果
が
あ
ま
り
な

い
。
ま
た
、
強
風
で
水
が
風
に

あ
お
ら
れ
る
対
策
で
は
、
散
水

角
度
の
低
い
チ
ュ
ー
ブ
が
効
果

的
だ
。

　
屋
根
面
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
冷

却
効
果
は
薄
く
な
る
た
め
、
ベ

ン
チ
栽
培
や
立
性
栽
培
の
品
目

で
は
効
果
が
現
れ
や
す
い
一

方
、
地
面
で
栽
培
す
る
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
葉
菜
類
に
は
向

か
な
い
。

　
群
馬
県
渋
川
市
赤
城
町
で
イ

チ
ゴ
を
１５
㌃
栽
培
す
る
諸
田
清

さ
ん（
５６
）は
、
ハ
ウ
ス
４
棟
で

散
水
を
実
践
す
る
。
７
月
中
旬

～
８
月
下
旬
で
、
晴
天
日
の
午

前
１１
時
～
午
後
３
時
に
実
施
。

諸
田
さ
ん
は
「
ハ
ウ
ス
の
パ
イ

プ
な
ど
資
材
の
温
度
が
下
が
っ

て
い
る
よ
う
だ
」
と
話
す
。

　
５
年
ほ
ど
取
り
組
み
、
目
に

見
え
る
収
量
の
変
化
は
な
い
と

い
う
。
た
だ
、
昨
年
は
実
施
せ

ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
花
芽
分
化

が
９
月
下
旬
か
ら
と
、
平
年
と

比
べ
１
週
間
ほ
ど
遅
れ
た
。

「
今
年
は
実
施
し
て
良
品
生
産

に
努
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
群
馬
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
栃
木
県
農
業
試
験
場
な
ど
は
、
小
規
模
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
生

産
の
高
温
対
策
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
の
屋
根
面
に
散
水
し
、
内
部
の
温
度
を
下
げ
る
技
術
を
開
発

し
た
。
屋
根
の
頂
上
に
散
水
チ
ュ
ー
ブ
を
乗
せ
て
屋
根
面
を
ぬ
ら
し
、
水
が
蒸
発
す
る
と
き
に

熱
を
奪
う
気
化
熱
を
利
用
す
る
。
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
資
材
費
は
、
３
万
円
以
内
で
済
み
、
２
～

３
人
の
労
力
で
設
置
・
撤
去
が
可
能
だ
。
実
証
試
験
で
は
、
収
量
や
試
算
上
の
収
益
が
増
加
。

群
馬
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
園
芸
部
野
菜
第
三
係
の
唐
澤
智
係
長
は
「
細
霧
冷
房
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
な
ど
の
技
術
と
比
べ
大
幅
に
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
す
る
。

　
【
愛
知
支
局
】
豊
橋
市
の
株

式
会
社
ア
グ
リ
ト
リ
オ
が
提
供

す
る
単
発
型
農
業
求
人
サ
イ
ト

「
農
Ｈ
ｏ
ｗ
」
は
、
働
き
手
が

未
経
験
で
も
、
定
植
や
収
穫
な

ど
の
動
画
を
事
前
に
確
認
で

き
、
農
家
が
教
え
る
手
間
を
軽

減
す
る
。
愛
知
県
中
心
に
１５
県

で
展
開
中
だ
。

　
田
原
市
吉
胡
町
で
輪
ギ
ク
約

５７
㌃
を
栽
培
す
る
金
子
洋
司
さ

ん（
４４
）は
、
定
植
期
に
月
２
回

程
度
利
用
す
る
。
ア
プ
リ
上

で
、
必
要
な
時
期
に
絞
っ
て
掲

載
費
無
料
で
募
集
で
き
る
。

「
必
要
な
と
き
に
人
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
多
数
の
応
募

の
中
か
ら
、
よ
り
ス
キ
ル
の
高

い
人
材
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能

だ
」
と
話
す
。
農
業
者
登
録
数

２
５
０
人
に
対
し
、
５
千
人
の

働
き
手
が
得
意
作
業
や
経
験
回

数
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
農
家
は
、
時
給
と
１
時
間
当

た
り
３
０
０
円
の
手
数
料
を
支

払
う
。
作
業
内
容
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
現
在
ま
で
に
４０
品
目
に

対
応
。
福
祉
事
業
所
と

の
請
負
型
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
「
農
Ｃ
ａ
ｒ

ｅ
」
も
同
時
展
開
し
て

い
る
。

　
石
川
浩
之
代
表

（
3７
）
は
「
将
来
は
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
た

新
規
就
農
者
サ
ポ
ー
ト

も
進
め
た
い
」
と
話

す
。

動画投稿サイト「ユーチュ
ーブ」で閲覧できる定植マ
ニュアル

　
【
山
形
支
局
】
米
１２
㌶
、
大

豆
１２
㌶
な
ど
を
作
付
け
る
高
畠

町
糠
野
目
の
株
式
会
社
萩
原
農

園
は
、
大
豆
８
品
種
を
栽
培

し
、
収
穫
時
期
を
分
散
し
て
い

る
。
早
生
種
で
極
小
粒
の
「
す

ず
か
お
り
」
と
晩
生
種
の
「
秘

伝
」
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
る
。

昨
年
は
１０
㌃
当
た
り
収
量
２
５

１
・
４
㌔
を
確
保
し
、
約
２６
㌧

出
荷
し
た
。

　
代
表
を
務
め
る
萩
原
拓
重
さ

ん（
４１
）は
「
発
芽
を
そ
ろ
え
、

除
草
や
排
水
、
中
耕
・
培
土
、

防
除
な
ど
基
本
的
な
作
業
を
大

事
に
し
て
い
る
」
と
話
す
。
収

穫
し
た
大
豆
は
、
有
限
会
社
高

畠
納
豆
を
は
じ
め
、
県
内
５
社

な
ど
へ
出
荷
し
て
い
て
、
特
に

す
ず
か
お
り
は
納
豆
用
と
し
て

需
要
が
高
い
と
い
う
。

開発した作業機（写
真提供＝農研機構）

「連作障害の対策として有機肥
料を投与している」と萩原さん

大豆 8品種で収穫期分散

反収251㌔を実現
高畠町・㈱萩原農園

農
業
求
人
サ
イ
ト

豊
橋
市
の
企
業
が
運
営

作
業
動
画
で

雇
い
や
す
く

小規模ハウス向け低コスト冷却技術

屋根に散水 気化熱利用

上

市
販
の
材
料
で
製
作
も
容
易

少
人
数
で
設
置
・
撤
去
が
可
能

開
花
時
期
が
早
ま
り

き
れ
い
な
水
を
使
用

イ
チ
ゴ
栽
培
で
実
践

反
収
が
向
上

「
温
度
が
下
が
る
と
作
業
性
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
」
と
諸
田
さ
ん

ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
散
水
し

施
設
内
の
温
度
を
下
げ
る


